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．テヒビが放映されて25年，種々の角度拠らその功罪跳

論じられてきているが，1この特集ではドi子どもと湧レ・ビ1

の関係は何が問題なのかという．間題提起をす．蚤⊃と・・と1も
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　「子どものテレビ視聴の間題性を衝く（小木美代子）」

尋ま・岩鯨祇噺鶏題畔書韻恕糾鉱そ・
の後，多くの人菱の議論6天筋を紹介じ1子どもの発達』

を阻轡せず，テ レビを逆に子どもの発達に寄与させるた

めに，子どもの発達とめ関蓮ヒおけるテレビのプラケぐ・

マイナス礎要困を突明する養ともに・一方では放送の体

制を調整レ，ま、き，箏牽に暴鉾る子どもの生活の調華臓

努める必要炉あ菱こζをの揺ているp
，
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また・r観ゐ鑛£テ酵敏廓鋤」レ麺無．
が行な認r鞍勧弼編間」の離鳶5腰むの・
生活の中ゼチ跳ビがゼちい1翻立置を古め《いる1がを調査く

した結果を分桝し～1蚤、ど典，にとづて望まンし恥隼活のン恥

ズムを作9～蟄中鷺獲をみ砺間を怒喜嫉シ
とで，親の生活態度め転換をはかることが必要であると

　のべている。
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　　〔終』りに〕

　　この年度では，こどもの歌，児童図轡，とくに絵本に
引関す葛文献ボ多示ぎた。専門的なものとして敬遠した研

果究にも，．この領域の憲のが多かった。多くの研究が，子

ゴ』蒸もり生活，子どもの発達≧のかかわりあいにおいて児

1護難賊考察しており・昨年の遊びとのかかわりあい

礁茜箆る考察の多かったことからみると，さらに一歩，

1椿ろ幌ころ醸際続という感駐もた翫磁
ンぎ之思らた。なお，上鵠の各文献辱ついて，もうすこしく

・溶オ？もい紹介は，別匠刊行される，朝日生命厚生蛮業団の

．』く研窄輯告のなかに含まれている。
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